
 

 

学校番号 ２０９ 

平成 31 年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学活用 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 楽しい数学の世界「数学活用」 （実教出版） 

  

担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・まず、教科書の問題を解くためのノートを用意してください。定期考査ごとに提出してもらい

ます。 

・ノートのとり方ですが単に答えを書くのではなく、途中の式や考え方をしっかりと書き、答え

合わせもやってください。 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協力して考える力をつける活動を行います。 

・家庭学習における課題は、主にプリントで行います。定期的に提出してもらいます。必ず提出

するようにしましょう・ 

２ 学習の到達目標 

数学と人間とのかかわりや数学の社会的有用性についての認識を深めるとともに、事象を数理的

に考察する能力を養い、数学を積極的に活用する態度を育てる。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観

点

の

趣

旨 

「身の回りの数学」に

関する数理的な諸概

念に興味・関心をもち

、それらを意欲的に探

求するとともに、数学

を活用しようとする。 

「身の回りの数学」におけ

るいろいろな事象につい

て、数学的にとらえて論理

的に考察したり、表現でき

る。 

「身の回りの数学」に

ついて事象を数量や

図形を用いて適切に

処理できる。 

「身の回りの数学」

に関する基本的な

概念や原理・法則を

理解し、知識を身に

つけられる。 

評

価

方

法 

授業観察 

ノート 

小テスト 

プリント 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

プリント 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

プリント 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

プリント 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

 

４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元（題

材） 

学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身

の

回 

り 

の 

数 

学 

いろいろ

な場合の

数 

・試合数 

・樹形図 

・最短距離の道順 

･迷路パズル 

･多面体の性質 

･道順とあみだくじ 

･一筆書き 

  ○ ○ a:いろいろな場合の数を積極的に求めよ

うとする。 

b:いろいろな場合の数の仕組みを理解で

きる。 

c:いろいろな問題について解法をを考え

、総数を求めることができる。 

d:いろいろな問題について総数を求める

ことができる。 

授業観察、 

定期テスト、 

小テスト、 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確率 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事象と確率 

・確率の基本性質 

・独立な試行とその確

率 

・条件付き確率と乗法

定理 

・正規分布 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  a：確率の考え方の良さを認識していろい

ろな事象の考察に活用しようとする。 

b:いろいろな場面に応じて、場合の数や

確率の求め方を考えることができる。 

c：反復試行や条件付き確率の計算ができ

る。 

d：確率の概念、定理、用語などを理解し

ている。 

2

学

期 

 

 

 

 

行

列 

行列の演

算 

・定義 

・相等 

・和と差 

・乗法 

 

 

 

○ ○   a：行列の計算を積極的に求めようとする

。 

b：行列の計算の仕方を理解できる 

c：行列の計算ができる。 

d：行列の分配法則、結合法則を理解でき

る。 

授業観察、 

定期テスト、 

小テスト、 

プリント 

 

 

 

 

 

 

行列の応

用 

・逆行列 

・回転 

・連立方程式 

 

 ○ ○  a：逆行列の計算を積極的にする。 

b：行列を使っても連立方程式が解けるこ

とを理解する。 

c：逆行列を求めることができる。 

d：座標の移動も行列を使って解ける。 



 

 

 社

会

生

活

と

数

学 

経済と数

学 

・賞金と期待値 

・単利法 

・複利法 

  ○ ○ a:期待値、単利法、複利法に関心を持ち

その仕組みを積極的に理解しようとす

る。 

b：単利法、複利法の増え方の違いが分か

る。 

c：単利法、複利法の元利合計を求めるこ

とができる。 

d：単利法、複利法の元利合計の求め方が

理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

学

期 

数

学

の

発

展

と

人

間

の

活

動 

数と人間 ・エジプトとバビロニアの

数字 

・ローマ数字と5進法 

・古代の測量と図形の面

積 

 ○ ○  

 

a:古代の記数法やｎ進法に興味を持ち積

極的に調べようとする。 

b:古代の記数法がｎ進法の考えを用い

ていることを理解する。 

c：古代の記数法を現代の記数法で表すこ

とができる。 

d：古代の記数法の特徴が理解できる。 

授業観察、 

定期テスト、 

小テスト、 

プリント 

図形と人

間 

古代の測量と図形の面

積 

○  ○  a：古代において測量をどのように行って

いたかに関心を持つ。 

b:複雑な形をした図形を単純化して、面

積を求めやすくする。 

c：いろいろな図形の面積を工夫して求め

ることができる。 

d:三角形、四角形の求め方が理解できる

。 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


